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研究助成の概要  

① DRM-DB を活用した自転車ネットワーク安全性評価のための交通事故修正係数（CMF：Crash 

Modification Factors）推定ツールの開発  

② 国立大学法人 徳島大学 大学院 社会産業理工学研究部 

③ 准教授 兵頭 知 

④  https://plan-tokushima-u.sakura.ne.jp/web/ 

 

１. 研究分野及び題目 

（Ⅰ－３）その他の道路 DX に該当するテーマ   （Ⅱ－５）利活用に関する研究 

２. キーワード 
自転車ネットワーク計画、交通事故リスク、安全性能関数（SPF）、交通事故修正係数（CMF） 

３. 研究内容 

(1) 研究の目的 

安全な自転車ネットワーク計画の定量的な安全性評価方法の一つとして、交通事故修正係数（以

下、CMF：Crash Modification Factors1)）に基づき推計するアプローチが考えられる。本研究の

目的は、国内の中心市街部エリアの自転車関連事故を対象に、交通特性および道路幾何学的特性と

安全性能との関係を解明し、自転車走行空間整備による空間改変に応じた事故削減効果を試算可

能なツール開発を目的とする。 

(2) 研究のゴール 

本研究のゴールは、交通事故、道路構造、交通特性、安全施設など種々の情報で構築されたデ

ータベースを用いて、その発生事故件数を予測する安全性能関数（SPF：Safety Performance 

Function）モデルの構築と自転車走行空間整備による空間改変に応じた事故発生頻度の変化を推

定する事故修正係数（CMF：Crash Modification Factors）に基づく空間整備による安全性を客観

的かつ科学的に判断可能な計算ツールの開発である。 

 


